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８月のキッズウィークエンドが無事

に終わり、子どもたちから手紙が、ボ

ランティアからは参加レポートが続々

と届いています。参加した子ども家族

や、様々なご協力をいただいた方々に

お届けする報告書を作成中です。継続

的な参加者からの手紙やレポートを

読み返すと「キッズウィークエンドは

子どもと大人を共に成長させる取り

組みだ」と実感します。毎回、ウェ

ブサイトや報告書に載せる写真の

選定に苦労します。どの子もどの

シーンもみんな本当に良い顔をし

ていて、絞り込めないんです。ウェ

ブの更新や報告書の発行が遅れた

ら、「きっとまた子どもたちの写真

を観ながらウルウルしているにち

がいない」とご海容のほどを(佐藤)

9月
10　福島二本松 青空市場に義援物品お届け

13　さよなら原発 エネルギーシフト ウォーキング18

20　福島二本松 青空市場に義援物品お届け

●ポラン広場東京は、2011年施

行の「新寄付税制」と2012年4月

施行の「改正NPO法」に基づき、「認

定NPO法人」の取得を目指してい

ます。●認定NPO法人への寄付に

は、寄付者への所得税・住民税控

除、会社等法人への損金算入枠

拡大などの税制優遇措置が設け

られました。この「新寄付税制」

を活用し、補助金助成金と自主

事業収入中心の不安定な資金調

達から、会費・寄付金収入を主な

資金とする法人運営へと発展さ

せる事がねらいです。●認定取

得の主な要件は「年平均100名以

上の寄付者がいること」です。賛

助会員の年会費（５千円）は寄付

金とみなされるので、賛助会員

100名以上で要件を満たします。

●会の運営の健全化、安定化を

万全のものとするため、賛助会

員の募集は今後も進めてまいり

ます。引き続きご家族、お友達な

どにお声がけいただき、賛助会

員の入会拡大にご協力いただきま

すよう、お願いします　！

引き続き、賛助会員の拡大に ご協力をお願いします ！

9.13さよなら原発 エネルギーシフト
ウォーキング（18）

311から3年半。
再稼動反対！

遺言
…原発さえなければ

福島の３年間-消せない記憶
のものがたり

『遺言…原発さえなければ』。８

月30日、東村山市中央公民館で

実施された自主上映会に参加し

ました。映画はその数日後から

始まる、福島県飯館村の酪農家

を襲った３年間の苦悩の記録。3

時間45分という長編ドキュメン

タリーです

前触れもなく降り注いだ放射性

物質が、すべてを後戻りのでき

ない状況に追い込んでいきました。

牛が、家族が、地域が、じわじわと、

ばらばらに引き剥がされていく。

事実は淡々と重ねられて、その

果て、ひとりの酪農家が自殺し

ました。「原発さえなければ…」

牛舎の壁に残された遺言が、原

発の怖ろしさ、罪深さを訴えか

けていました

上映のあと、制作した豊田直巳

監督はこのように話していまし

た…「政府は復興というが、映画

に登場した長谷川さんご一家は、

事故前は4世帯が一緒に暮らし

ていた。それが今はちりぢりば

らばらです。ほかの多くのご家

庭もみなそういう状況にある

中で、復興などいう言葉は虚しい」

会場は350名近く方が、終演後の

豊田監督のお話まで席を立つ

ことはありませんでした。10月

以降も全国での上映会が予定

されています。事故から３年半

を過ぎた今、その記憶を風化さ

せないためにも、機会がありま

したらぜひご覧ください

上映情報はこちら…

http://yuigon-fukushima.com/

活動予定

●� 10月4日(土)�10時～11時　さよなら原発 エネルギーシフト 

�����������������������ウォーキング　羽村市小作～青梅市河辺　

�����������������������(10月のみ1週間早く開催します)

����������������������14時～15時  未来をつくる・たまデモ　

�������������������　��国立市・大学通り　主催 たまデモ実行委員会　

����������������������*多摩各地域で行動するグループや個人が午前の

�����������������������各地域での行動後に、国立に大集合します

昨年４月から開始した「毎月11

日に近い土曜日のウォーキング」

の18回目。8月に続き、今回も午

前中10時スタートで、羽村市神

明公園から小作駅近くのけやき

児童公園までを歩きました

終了後は、有志で飯能市に移動し、

飯能市民会館が行なわれた「福

島を聞く 武藤類子さ

んお話会」に参加しま

した。福島に生まれ、

今も住み続け、「福島

原発告訴団長」など住

民や被災者の人権や

健康を守るために奔

走していらっしゃる

武藤類子さんから、福

島原発と福島の人々

の「今」のお話をお聞

きし、３・１１後の世界をともに

生きる想いを新たにしました

＊次回19回目の開催は10月４日

（土）。いのちや暮らし、そしてか

けがえのない自然を脅かす巨き

な力に負けないよう、私たちの

思いを伝え、届ける活動は、これ

からも続きます

９月13日、埼玉県飯能市民会館にて

「武藤類子さんお話会"福島を聞く"」

が開催されました。福島県三春町に

生まれ、1980年代末より反原発運動

に携わってきた武藤さんは、今も福

島に住み続け、

住民や被災者

の人権や健康

を守るための

活動に奔走し

ています。今回のお話会は、飯能市

で反原発の運動を進めている「原

発止めよう飯能」が主催。原発事故

から３年半年を経過して、マスコ

ミがなかなか伝えない福島原発の

実際、そして福島に暮らす人々の「今」

を伺い、共有する場として企画さ

れました。市内外から参加した100

名を超える市民が、武藤さんが団

長を務める「福島原発告訴団」によ

る東電会長・社長など役員、関係者

に対する告訴・告発の取組み経過や、

終っていない原発事故の現地報告

に、熱心に耳を傾けました

武藤類子さんのお話会

「福島を聞く」
＠埼玉飯能




